Introduction to the Old Documents (X) : Nine Documents from Mizoe Monjo (溝江文書) & Shinjo Monjo (新庄文書) by 柴辻 俊六
そ
こ
で
少
し
感
想
を
の
べ
て
お
き
た
い
が
、
古
文
書
摘
録
(
I
0
)
 
い
こ
と
と
思
う
が
、
J
こ
に
そ
の
旨
を
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。
一
、
は
じ
め
に
m
麟
古
文
書
摘
録
(
1
0
)
 
l
溝
江
•
新
庄
家
文
書
（
九
通
）
ー
点
を
指
摘
さ
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
、
ま
ず
そ
の
釈
明
を
し
て
お
き
た
い
。
―
つ
に
は
、
図
書
館
の
整
理
の
手
続
き
に
明
る
く
な
か
っ
た
た
め
、
古
い
歴
史
の
あ
る
図
書
館
な
の
で
、
そ
う
し
た
も
の
の
相
互
の
関
連
や
、
引
き
つ
ぎ
具
合
な
ど
を
誰
に
で
も
わ
か
る
よ
う
な
型
で
整
理
し
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
図
書
館
の
責
務
で
も
あ
る
と
思
う
。
も
う
―
つ
に
は
、
そ
う
し
た
も
の
が
、
館
員
な
ら
い
つ
で
も
す
ぐ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
型
に
い
ろ
い
ろ
な
記
録
や
カ
ー
ド
の
あ
る
こ
と
も
一
面
で
は
し
か
た
の
な
平
蔵
」
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
を
受
け
た
。
ま
た
目
録
の
表
題
書
名
は
、
単
に
「
古
文
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
お
詫
び
し
て
訂
正
し
て
お
く
。
同
様
に
、
本
舘
の
閲
覧
用
書
名
目
録
お
よ
び
印
刷
目
録
の
『
和
漠
書
分
類
目
録
久
文
安
間
古
文
書
六
通
・
断
篇
二
枚
」
と
い
う
書
名
で
採
録
さ
れ
、
特
別
図
書
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
J
れ
ら
の
点
の
指
摘
を
館
内
か
ら
う
け
た
の
で
、
歴
史
篇
」
で
も
「
建
一
巻
」
で
は
な
く
、
「
建
久
文
安
間
古
文
書
六
通
・
断
片
二
枚
」
本
誌
―
十
五
号
（
昭
和
六
0
年
三
月
刊
）
に
「
南
都
諸
大
寺
関
係
文
書
（
一
巻
八
通
）
」
を
紹
介
し
た
が
、
そ
の
中
の
記
述
で
い
く
つ
か
不
都
合
の
あ
る
受
入
簿
の
記
入
を
正
式
書
名
と
誤
認
し
た
こ
と
で
あ
り
、
柴
辻
購
入
先
は
「
四
谷
伊
藤
俊
I, 
/, 
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本
文
書
は
箱
書
の
表
題
に
、
「
溝
江
文
書
九
通
な
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
「
知
る
人
ぞ
知
る
」
と
い
っ
た
型
は
好
ま
し
く
な
い
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
受
入
関
係
の
帳
簿
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
す
で
に
古
記
録
で
あ
っ
て
、
本
館
の
歴
史
に
と
っ
て
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
，館
員
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
の
利
用
者
に
お
い
て
も
、
古
い
図
書
の
書
誌
を
調
べ
る
よ
う
な
場
合
に
は
当
然
必
要
と
な
っ
て
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ド
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。
も
う
―
つ
の
指
摘
は
、
前
文
で
、
「
そ
の
題
策
に
は
、
単
に
『
古
文
書
』
と
の
み
し
か
な
く
、
ど
こ
の
ど
う
い
う
古
文
書
な
の
か
の
表
題
は
つ
い
て
い
な
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
当
時
購
入
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
達
の
責
任
で
あ
り
、
そ
の
後
、
そ
れ
を
管
理
し
て
き
た
人
達
の
怠
慢
で
も
あ
る
。
」
と
書
い
た
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
の
注
告
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
し
て
お
き
た
い
。
つ
い
で
な
が
ら
、
現
在
、
本
館
で
は
、
『
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
』
を
順
次
刊
行
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
、
古
文
書
集
も
三
巻
が
予
定
さ
れ
て
い
て
、
遠
か
ら
ず
館
蔵
の
こ
れ
ら
の
古
文
書
集
も
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
部
に
お
い
て
同
じ
よ
う
な
性
格
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
て
い
る
が
、
『
資
料
影
印
叢
書
』
は
文
字
通
り
、
写
真
版
に
よ
る
全
文
紹
介
で
あ
っ
て
、
そ
れ
っ
て
両
者
は
全
く
性
格
の
異
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
何
ら
競
合
関
係
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
二
、
形
態
的
所
見
に
全
体
と
し
て
の
解
説
解
題
が
付
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
図
書
館
以
外
の
方
か
ら
も
、
館
内
で
の
不
協
和
音
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
訂
正
し
て
謝
罪
し
て
お
い
た
方
そ
の
点
は
筆
の
走
り
す
ぎ
を
素
直
に
表
明
し
て
、
そ
の
事
業
と
、
小
生
が
進
め
て
い
る
こ
う
し
た
古
文
書
紹
介
と
は
、
各
個
の
古
文
書
に
つ
い
て
の
解
説
文
や
一
通
ご
と
の
解
読
・
解
題
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
い
。
つ
ま
り
、
購
入
前
に
書
陣
側
が
付
し
た
表
題
の
ま
ま
で
、
従
原
本
」
と
あ
る
も
の
で
あ
り
、
全
九
通
が
簡
単
な
裏
打
ち
を
施
こ
さ
れ
た
ま
ま
で
元
の
形
態
を
保
っ
先
競
諸
氏
に
失
礼
の
あ
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
ハ
十
余
年
間
、
ま
っ
た
く
調
査
・
研
究
の
手
が
入
ら
な
い
ま
ま
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
人
の
た
め
に
、
館
内
に
は
数
種
の
旧
帳
簿
や
旧
カ
ー
そ
れ
ら
は
館
内
業
務
用
の
も
の
で
あ
っ
て
本
来
的
に
は
全
面
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
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⑨
徳
川
家
光
年
貢
皆
済
状
日
⑧
 
⑦
 
⑥
 
⑤
 
（
年
未
誌
）
卯
月
廿
九
日
④
 
③
 
②
 
羽
柴
秀
吉
知
行
宛
行
状
写
羽
柴
秀
長
書
状
豊
臣
秀
吉
書
状
長
束
正
家
書
状
豊
臣
家
四
奉
行
連
署
書
状
山
中
長
俊
書
状
豊
臣
秀
吉
禁
制
写
豊
臣
秀
吉
書
状
写
古
文
書
摘
録
(
I
0
)
 
一
応
す
べ
て
内
容
的
に
は
新
資
料
で
あ
る
。
学
史
料
編
纂
所
の
調
査
を
う
け
て
お
り
、
天
正
十
一
年
八
月
朔
日
（
天
正
十
三
年
）
五
月
十
一
日
（
年
未
詳
）
十
二
月
廿
九
日
（
年
未
詳
）
二
月
七
日
（
年
未
詳
）
九
月
九
日
天
正
廿
年
四
月
廿
四
日
（
年
未
詳
）
九
月
十
一
日
寛
永
元
年
七
月
旧
知
行
地
の
新
領
主
と
な
っ
た
新
庄
氏
の
全
九
通
は
無
年
号
の
も
の
が
多
い
が
、
推
定
し
て
ほ
ぽ
年
代
順
に
配
こ
の
う
ち
、
宛
名
か
ら
み
て
、
②
I
⑥
ま
で
の
溝
江
氏
宛
の
も
の
と
、
①
と
⑦
I
⑨
の
新
庄
氏
宛
の
も
の
と
に
は
っ
き
り
と
分
け
ら
れ
る
か
ら
、
書
集
は
単
に
「
溝
江
文
書
」
で
は
な
く
、
「
溝
江
•
新
庄
家
文
書
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
の
中
に
は
明
ら
か
な
偽
文
書
で
あ
る
⑦
の
豊
臣
秀
吉
禁
制
が
一
点
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
偽
文
書
と
判
断
し
た
理
由
は
後
述
す
る
。
こ
の
文
書
集
は
、
古
文
書
の
伝
来
を
考
え
る
の
に
―
つ
の
参
考
資
料
と
な
る
。
た
新
庄
家
と
の
文
書
が
合
体
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
溝
江
氏
の
後
裔
が
家
伝
文
書
を
所
有
し
て
い
た
際
に
、
部
の
関
係
文
書
を
写
し
て
同
じ
く
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
時
の
記
録
で
は
、
に
、
京
都
大
学
で
も
調
査
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
①
 
列
し
た
目
録
を
示
す
と
、
左
の
よ
う
に
な
る
。
て
お
り
、
全
部
が
原
本
で
は
な
い
が
、
つ
ま
り
、
早
く
に
滅
び
た
溝
江
家
と
、
知
行
地
関
係
で
そ
れ
を
継
承
し
こ
の
溝
江
家
文
書
は
、
「
滋
賀
県
・
溝
江
東
一
郎
氏
蔵
本
、
す
で
に
大
正
十
年
(
-
九
ニ
―
)
に
東
京
大
十
五
丁
六
点
影
写
」
と
な
っ
て
い
る
。
詳
し
い
記
録
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
、
「
溝
江
文
書
そ
れ
以
前
一
冊
、
福
井
県
・
J
の
文
-241-
囲
さ
れ
、
樫
介
も
溝
江
大
炊
介
長
逸
を
頼
っ
て
金
津
城
へ
入
る
が
、
そ
の
後
、
天
正
二
年
(
-
五
七
四
）
二
月
に
は
、
金
津
城
が
包
庄
御
検
注
郷
々
仏
神
田
注
文
」
に
は
「
器
江
郷
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
戦
国
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
て
、
加
賀
の
一
向
一
揆
と
越
前
朝
倉
氏
と
の
抗
争
の
経
過
の
中
で
、
そ
の
名
前
が
散
見
し
て
く
る
。
ま
ず
、
享
禄
四
年
(
-
五
三
一
）
、
本
願
寺
よ
り
下
間
筑
後
法
橋
頼
清
が
加
賀
国
へ
派
遣
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
加
賀
一
向
一
揆
が
再
蜂
起
し
た
際
、
敗
れ
た
富
樫
泰
高
は
越
前
金
津
城
の
洞
江
氏
の
も
と
へ
逃
れ
て
い
る
。
天
文
二
十
二
年
(
-
五
五
一
―
-
)
に
は
、
富
樫
泰
高
は
死
去
し
、
一
向
一
揆
の
攻
勢
に
あ
っ
て、
大
炊
介
長
逸
は
そ
の
父
景
逸
ほ
か
と
と
も
に
族
滅
し
て
い
る
。
そ
の
子
富
そ
の
滅
亡
時
の
経
過
に
つ
い
て
は
『
福
井
県
坂
井
郡
誌
』
の
溝
江
氏
条
に
詳
し
十
四
町
九
段
小
三
十
六
歩
郷
涸
江
東
一
郎
蔵
本
写
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
み
て
、
以
前
に
は
、
滋
賀
県
へ
移
り
住
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
由
で
こ
れ
が
巷
間
に
流
れ
、
そ
れ
を
本
館
が
大
正
十
年
に
購
入
し
た
と
い
う
経
過
に
な
る
。
舘
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
文
学
部
教
授
の
西
村
真
次
氏
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
古
書
陣
よ
り
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
舘
で
の
扱
い
は
特
別
資
料
と
な
っ
て
お
り
、
請
求
記
号
は
、
リ
四
ー
四
一―
七
0
で
あ
る
。
形
態
的
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
明
ら
か
な
偽
文
書
一
点
と
二
通
の
写
を
ふ
く
む
も
の
で
あ
っ
て
、
他
は
す
べ
て
原
本
で
あ
り
、
未
表
装
な
の
で
、
紙
質
や
寸
法
な
ど
を
も
と
の
ま
ま
の
形
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
文
書
に
包
紙
も
現
存
し
て
い
る
が
、
こ
の
方
は
い
ず
れ
も
新
し
い
も
の
で
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
に
後
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
九
通
と
も
に
状
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
箱
は
本
館
で
後
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
、
内
容
的
所
見
そ
の
段
階
で
は
、
は
じ
め
福
井
県
に
住
ん
で
い
て
、
大
正
十
年
本
文
書
を
所
有
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
、
何
ら
か
の
理
各
個
に
つ
い
て
は
、
本
文
紹
介
の
と
こ
ろ
で
注
記
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
全
体
的
な
こ
と
に
つ
い
て
―-
‘
-―
コ
メ
ソ
ト
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
五
通
の
宛
名
に
な
っ
て
い
る
溝
江
氏
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
溝
江
氏
は
越
前
国
坂
井
郡
溝
江
郷
を
本
貫
と
す
る
越
前
朝
倉
氏
の
支
族
で
あ
っ
て
、
『
福
井
県
坂
井
郡
誌
』
な
ど
に
よ
る
と
、
そ
の
発
祥
お
よ
び
途
中
経
過
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
。
（
九
九
八
）
の
東
大
寺
領
注
文
（
『
東
大
寺
要
録
』
）
に
そ
の
名
が
見
え
て
い
る
。
さ
ら
に
河
口
庄
の
一
部
と
し
て
、
寛
弘
八
年
(
I
O
I
―
)
の
「
河
ロ
南
都
惣
公
文
伊
予
法
眼
」
と
も
み
え
て
い
る
。
溝
江
氏
の
こ
と
が
文
献
J
の
溝
江
郷
は
、
古
く
は
碑
江
庄
と
も
称
し
た
よ
う
で
あ
り
、
長
徳
四
年
溝
江
氏
の
末
裔
で
あ
る
溝
江
東
一
郎
氏
が
、
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江
戸
時
代
に
は
旗
本
と
な
っ
て
い
る
（
『
寛
譜
』
巻
八
二
二
）
。
J
の
直
忠
の
系
統
は
、
直
氏
か
ら
直
興
へ
と
う
け
つ
が
れ
、
郎
・
駿
河
守
•
宮
内
卿
法
印
）
が
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
、
そ
の
後
の
溝
江
氏
の
動
向
は
不
明
と
な
り
、
越
前
に
お
い
て
は
、
天
正
一
―
一
年
(
-
五
七
五
）
八
月
に
織
田
信
長
が
大
軍
を
も
っ
て
出
陣
し
、
の
制
圧
を
果
し
、
九
月
に
は
九
カ
条
か
ら
な
る
国
掟
を
制
定
し
て
凱
旋
し
て
お
り
（
信
長
公
記
）
、
そ
の
後
は
柴
田
勝
家
が
越
前
の
支
配
を
ま
か
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
天
正
十
年
(
-
五
八
二
）
六
月
の
信
長
の
横
死
後
に
は
、
か
で
あ
り
、
る
も
の
と
し
て
、
の
家
臣
と
な
っ
た
諧
江
近
江
守
と
大
炊
介
が
実
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
天
正
二
年
か
ら
の
空
白
期
間
の
解
明
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
さ
て
、
城
主
と
な
り
、
そ
の
柴
田
氏
も
賤
ヶ
嶽
の
戦
い
で
羽
柴
秀
吉
に
敗
れ
、
こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
「
溝
江
文
書
」
は
、
こ
の
越
前
溝
江
氏
の
流
れ
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
後
の
史
料
か
ら
み
て
羽
柴
秀
吉
に
頼
よ
っ
て
再
興
を
計
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
経
過
を
明
ら
か
に
さ
せ
本
文
書
の
②
i
⑥
の
濶
江
氏
宛
の
文
書
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
残
り
四
通
の
宛
名
と
な
っ
て
い
る
新
庄
氏
で
あ
る
が
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
（
巻
八
二
0
)
.v
よ
れ
ば
、
近
江
の
蒲
生
氏
族
で
あ
っ
て
、
坂
田
郡
新
庄
荘
を
本
貫
と
し
て
お
り
、
直
寛
（
新
庄
城
主
）
ー
直
昌
（
坂
田
郡
朝
妻
城
主
）
は
足
利
義
植
・
義
晴
の
近
臣
で
あ
っ
た
。
直
昌
の
子
直
頼
（
新
子
直
定
は
徳
川
秀
忠
に
従
っ
て
、
天
正
初
年
に
摂
津
国
山
崎
城
へ
移
り
、
天
正
十
一
年
(
-
五
八
一
＝
）
の
賤
ヶ
嶽
合
戦
後
に
大
津
さ
ら
に
文
禄
四
年
(
-
五
九
五
）
に
は
摂
津
国
高
槻
城
主
と
な
っ
て
い
る
。
慶
長
十
七
年
(
-
六
―
二
）
十
二
月
に
没
し
て
お
り
、
そ
の
直
定
（
新
一
―
一
郎
・
越
前
守
）
は
二
万
三
千
石
を
領
し
、
奏
者
番
に
列
し
元
和
四
年
(
-
六
追
領
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
一
八
）
に
五
十
七
オ
で
没
し
て
い
る
。
こ
の
新
庄
本
家
に
対
し
て
、
直
昌
の
二
男
直
忠
は
刑
部
・
刑
部
左
衛
門
と
い
い
、
兄
直
頼
と
と
も
に
秀
吉
に
仕
え
、
一
万
四
千
石
を
領
し
て
い
る
。
入
道
東
玉
と
も
称
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
文
書
①
の
秀
吉
知
行
宛
行
状
写
に
よ
っ
て
、
八
月
に
近
江
国
浅
井
郡
内
で
二
百
石
の
知
行
を
宛
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
古
文
書
摘
録
(
I
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天
正
十
一
年
(
-
五
八
三
）
本
文
書
中
の
①
と
⑦
ー
⑨
は
こ
の
新
庄
直
忠
宛
の
も
の
で
あ
る
が
、
『
寛
譜
』
に
よ
れ
ば
、
信
長
の
没
後
に
秀
吉
に
仕
え
、
文
禄
元
年
(
-
五
九
二
）
の
い
ず
れ
に
し
て
も
天
正
十
年
代
に
入
っ
て
秀
吉
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
が
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
」
の
間
に
お
け
る
溝
江
氏
に
つ
い
て
も
何
ら
記
録
は
み
ら
れ
ず
、
天
正
二
年
の
滅
亡
後
に
そ
の
後
裔
が
ど
う
命
脈
を
保
っ
く
記
さ
れ
て
お
り
、
萎
子
脊
属
と
も
ど
も
自
害
し
て
果
て
た
と
い
う
。
一
向
宗
徒
越
前
は
丹
羽
長
秀
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天
正
十
一
八
月
朔
日
秀
吉
（
花
抑
）
①
羽
柴
秀
吉
知
行
宛
行
状
写
（
折
紙
）
（三0
・
八
X
四
九
•
O
)
江
州
浅
井
郡
阿
閉
分
柳
野
之
内
以
弐
百
石
宛
行
早
、
永
可
領
知
状
如
件
、
た
ほ
か
、
通
常
の
方
法
に
よ
っ
て
活
字
化
し
た
。
元
年
か
ら
六
年
間
分
の
年
貢
皆
済
状
で
あ
る
。
四
、
本
文
紹
介
と
解
説
以
下
、
個
々
に
つ
い
て
全
文
の
紹
介
と
簡
単
な
注
記
を
し
て
お
き
た
い
。
う。
宛
名
の
「
東
玉
入
道
」
は
、
新
庄
刑
部
左
衛
門
直
忠
で
あ
る
。
光
秀
に
屈
し
て
没
落
し
た
°
柳
野
も
古
保
利
村
の
大
字
で
あ
る
と
い
行
地
で
あ
る
阿
閉
分
（
あ
っ
ち
）
柳
野
は
、
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
に
0
本
文
書
は
、
紙
質
、
筆
蹟
か
ら
み
て
、
明
ら
か
な
写
で
あ
る
°
宛
行
知
朝
鮮
出
兵
に
加
わ
り
、
近
江
国
浅
井
郡
ほ
か
で
一
万
四
千
石
余
を
領
知
し
て
い
た
。
よ
れ
ば
、
滋
賀
県
伊
香
郡
安
校
益
加
の
本
称
で
、
う。
郷
士
と
し
て
阿
閉
氏
が
お
り
、
古
保
利
村
の
大
字
と
い
天
正
十
年
の
本
能
寺
の
変
で
明
智
（
新
庄
直
忠
）
東
玉
入
道
秀
吉
の
死
と
と
も
に
京
都
に
閑
居
し
、
の
大
坂
の
陣
に
至
っ
て
家
康
に
従
い
、
旧
領
地
で
あ
る
近
江
国
坂
田
郡
柏
原
の
御
殿
守
護
を
命
ぜ
ら
れ
、
年
(
-
六
二
0
)
に
七
十
九
オ
で
没
し
、
そ
の
子
直
氏
が
柏
原
御
殿
預
り
を
引
き
つ
い
だ
。
本
文
書
の
⑨
は
、
本
文
の
印
刷
に
つ
い
て
は
、
そ
の
付
近
の
御
料
所
を
預
け
ら
れ
た
。
元
和
六
炭
長
十
九
年
(
-
六
―
四
）
そ
の
柏
原
御
料
所
の
代
官
と
し
て
の
元
和
行
が
え
や
用
字
な
ど
、
ほ
ぽ
原
本
ど
お
り
と
し
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②羽柴秀長書状（折紙）
返
と
杏
之
御
音
信
、
送
給
候
、
令
祝
着
候
、
如
仰
越
前
守
殿
事
不
及
是
非
候
、
我
木
儀
速
思
此
事
候
、
貴
所
此
度
御
用
候
者
可
承
候
、
尚
重
而
可
申
入
候
、
恐
ミ
謹
言
、
五
月
十
一
日
美
櫻
守
秀
長
（
花
押
）
溝
江
近
江
守
殿
返
報
御
状
拝
見
候
、
如
仰
紀
州
泉
励
拝
領
候
、
為
御
祝
儀
判
昏
" . 
難
申
盤
候
、
尚
金
七
郎
可
申
候
、
以
上
、
②
羽
柴
秀
長
書
状
（
折
紙
）
（
―
―
―
―
•
八
X
五
0
•
四
）
-245-
申
候
也
、
（
年
未
詳
）
（
秀
吉
朱
印
）
十
二
月
廿
九
日
。
（
年
未
詳
）
長
大
（
長
束
大
蔵
大
輔
）
二
月
七
日
正
家
（
花
押
）
猶
以
面
上
御
礼
尚
委
曲
（
正
家
）
長
束
大
蔵
太
輔
可
情
之
段
難
申
謝
候
、
食
候
、
到
来
、
悦
思
祝
儀
、
小
袖
可
被
懸
御
意
候
間
、
可
有
具
判
昏
を
以
如
申
入
候
、
領
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
天
正
十
三
年
と
思
わ
れ
る
。
十
九
年
(
-
五
九
一
）
正
月
二
十
二
日
没
o
本
文
中
に
「
紀
州
泉
力
加
拝
吉
の
異
母
弟
で
あ
り
、
伐
•
四
国
征
伐
で
大
功
を
立
て
、
な
る
。
大
和
の
他
、
為
歳
暮
之
御
か
ら
、
そ
れ
以
後
の
文
書
で
あ
る
。
天
正
十
三
年
(
-
五
八
五
）
に
秀
吉
の
紀
州
征
消
江
大
炊
介
と
の
ヘ
〇
衷
打
あ
り
。
後
補
の
包
紙
あ
り
°
秀
長
と
名
を
改
め
大
和
郡
山
城
主
と
紀
州
、
伊
賀
の
一
部
も
領
す
。
天
正
十
五
年
の
九
州
征
伐
後
に
権
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
大
和
大
納
言
と
い
わ
れ
る
。
③
豊
臣
秀
吉
書
状
（
折
紙
）
（
四
六
•
三
X
六
六
•
五
）
天
正
④
長
束
正
家
書
状
（
折
紙
）（
三
ニ
・
ニ
x
四
九
•
八
）
尚
以
金
津
橋
之
儀
、
差
出
人
の
美
浪
守
秀
長
は
、
羽
柴
秀
0
大
高
棺
紙
に
大
書
さ
れ
て
い
る
°
包
紙
は
後
補
の
も
の
°
秀
吉
朱
印
は
家
が
秀
吉
の
奉
行
と
な
っ
た
の
は
天
正
十
三
年
(
-
五
八
五
）
で
あ
る
御
状
殊
雁
ニ
其
御
心
得
候
、
以
上
、
被
懸
御
意
過
分
至
極
候
、
誠
以
御
懇
可
申
入
候
、
恐
ミ
謹
言
、
直
径
、
"'
'
パ
セ
ソ
チ
の
い
わ
ゆ
る
糸
印
で
あ
る
。
本
文
中
の
長
束
正
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 令⑤盟臣家四奉行書状（折紙）
可
請
取
候
条
、
可
被
得
其
意
候
、
已
上
、
上
候
、
若
遅
ミ
候
ハ
、
何
時
（値）
も
当
年
中
ー
ニ
女
祢
1
一
在
之
ハ
‘
只
今
可
有
御
運
溝
大
炊
殿
御
報
蔵
大
輔
正
家
で
あ
り
、
天
正
十
三
年
(
-
五
八
五
）
⑤
豊
臣
家
四
奉
行
連
署
書
状
（
折
紙
）
0
-三
•
四
x
五
0
.
―
―
-
）
尚
以
金
銀
—
—
被
替
置
候
分
不
一
度
申
入
候
、
其
方
御
代
官
所
去
年
分
何
款
津
の
橋
の
こ
と
か
不
明
。
る
。
追
っ
て
書
の
「
金
津
橋
」
は
、
溝
江
氏
の
旧
領
で
あ
っ
た
越
前
金
長
五
年
(
-
六
0
0
)
関
ヶ
原
合
戦
で
西
軍
に
属
し
、
敗
れ
て
自
殺
す
年
(
-
五
九
五
）
六
月
に
は
五
万
石
で
近
江
国
水
口
城
主
と
な
る
。
腹
る
。
同
十
九
年
閏
正
月
に
は
近
江
国
の
検
地
奉
行
を
勤
め
る
。
文
禄
四
0
差
出
人
の
長
大
正
家
は
、
に
秀
吉
に
仕
え
盟
臣
秀
吉
の
五
奉
行
の
一
人
で
あ
る
長
束
大
-247-
⑥
山
中
長
俊
書
状
（
折
紙
）
（
二
九
・
六
x
四
七
・
―
―
-
）
は
文
禄
末
年
か
ら
脱
長
五
年
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
害
し
て
い
る
。
五
奉
行
制
の
確
立
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
本
文
祖
い
わ
れ
て
い
る
。
艇
長
五
年
の
関
ヶ
原
合
戦
後
に
浅
野
長
政
以
外
は
自
正
十
一
年
(
-
五
八
三
）
、
勝
家
滅
亡
の
後
、
丹
羽
長
秀
に
属
す
。
こ
の
長
の
六
角
氏
攻
め
以
後
、
柴
田
勝
家
に
仕
え
三
千
石
を
知
行
す
る
。
天
中
に
生
れ
、
佐
々
木
入
道
承
禎
に
仕
え
る
。
近
江
六
人
衆
と
い
う
。
信
0
差
出
人
の
山
城
守
長
俊
は
天
文
十
六
年
(
-
五
四
七
）
近
江
甲
賀
郡
山
渦
江
大
炊
様御
報
た
が
、
前
田
玄
以
は
脱
長
三
年
(
-
五
九
八
）
に
奉
行
に
列
し
た
と
も
ぅ
つ
長
束
正
家
・
増
田
長
盛
は
天
正
十
三
年
頃
か
ら
奉
行
を
勤
め
て
い
0
差
出
人
の
四
人
に
石
田
三
成
を
加
え
て
盟
臣
家
の
五
奉
行
制
と
い
期
面
拝
候
、
恐
ミ
謹
言
、
（
年
未
詳
）
山
ミ
城
九
月
九
日
長
俊
（
花
抑
）
蒋
江
大
炊
殿御
宿
所
請
取
申
儀
、
其
節
者
一
筆
給
候
、
取
紛
御
礼
を
も
不
申
、
非
所
存
候
、
尚
来
十
日
以
前
＿
＿
可
渡
候
、
不
可
有
御
由
断
候
、
恐
ミ
謹
言
、
心
肛
廿
九
日
長
大
正
家
（
花
押
）
増
右
長
盛
（
花
押
）
』
浅
弾
長
政
（
花
押
）
徳
善
玄
以
（
花
押
）
可
申
遣
候
由
御
綻
候
、
附
而
源
氏
抄
槌
子
御
感
之
旨
相
意
得
被
相
彿
渡
而
、
有
来
致
披
露
候
、
御
家
相
替
事
無
之
候
、
可
期
面
候
、
以
上
、
御
進
上
之
生
鮭
、
則
い
か
程
在
之
分
被
書
付
、
猶
被
成
御
心
易
候
、可
有
御
頂
戴
候
、
御
朱
印
候
、
-248-
⑧
豊
臣
秀
吉
書
状
写
（
折
紙
）
（
三
四
•
五
X
四
六
・
ニ
）
高
麗
國
（新）
一
、
軍
勢
甲
乙
人
等
濫
妨
狼
籍
事
一
、
放
火
事
f
人
取
事
（姓）
一
、
劉
地
下
人
百
性
、
臨
時
之
課
役
、
其
外
非
分
儀
申
掛
平
、
右
条
と
、
堅
被
停
止
之
屹
、
若
違
犯
之
輩
於
有
之
者
、
忽
可
被
罪
科
者
也
、
（
秀
吉
朱
印
影
）
天
正
廿
年
四
月
廿
阻
日
へ
／
）
(rI
忠）
新
庄
刑
左
衛
門
尉
と
の
ヘ
0
用
紙
は
後
世
の
も
の
で
、
筆
蹟
も
弱
い
。
写
と
い
う
よ
り
偽
文
書
と
判
断
さ
れ
る。古
文
困
摘
録
(
I
0
)
 
禁
制
⑦
豊
臣
秀
吉
禁
制
写
（
三
四
·
六
X
四
六
•
七
）
収
さ
れ
る
。
を
宛
行
わ
る
。
脱
長
五
年
関
ヶ
原
陣
で
は
大
坂
方
に
属
し
、
知
行
を
没
そ
の
後
太
閤
秀
吉
に
つ
か
え
従
五
位
下
山
城
守
に
叙
任
し
頃
よ
り
、
秀
吉
と
親
交
あ
り
°
一
万
石
長
秀
の
没
後
は
堀
秀
政
に
寓
居
す
る
。
事
、右
皆
済
也
、
寛
永
元
五
年
七
月
（
家
光
黒
印
）
代
官
所
、
自
元
和
元
列
年
同
六
申
年
迄
、
六
ヶ
年
分
所
務
近
江
国
之
内
、
新
庄
吉
兵
衛
尉
⑨
徳
川
家
光
年
貢
皆
済
状
（
四0
•
五
X
五
六
•
八
）
申
越
之
趣
被
聞
召
届
候
、
弥
可
入
情
事
専
一
候
、
賀
須
屋
内
膳
•
太
田
源
五
一
手
在
之
由
尤
候
、
於
様
子
者
、
藤
堂
佐
渡
守
被
仰
遣
候
、
猶
木
下
半
介
•
山
中
橘
内
可
申
候
也
、
（
秀
吉
朱
印
影
）
九
月
十
一
日
。
合
忠
）
新
庄
刑
部
左
衛
門
尉
と
の
ヘ
其
表
儀
、
諸
事
無
油
断
通
、
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